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 水 ・ 火 ・ 風 ・ 空 」を 象 った日本
すい か ふう くう かたど

 独  特 の 石  塔 の形式で、下から 方 
どく とく せき とう ほう

 形 の 地  輪 、 球  形 の 水  輪 、 屋  根  形 
けい ち りん きゅう けい すい りん や ね がた

の 火  輪 、 半  球  形 の 風  輪 、 宝  珠  形 
か りん はん きゅう けい ふう りん ほう じゅ がた

の 空  輪 の５つの部分からなりま
くう りん

す（図４）。
　４ 段  目 に 加 えられた 塔  身 の正

だん め くわ とう しん

面の 縁 には「 地 」の字が 刻 まれ
ふち ち きざ

ていましたが、 最  近 の 調  査 で、
さい きん ちょう さ

その上の 元 の 塔  身 に「 水 」、笠に
もと とう しん すい

「 火 」、 相  輪 の 下  部 に「 風 」の
か そう りん か ぶ ふう

字が 刻 まれていることもわかり
きざ

ました。 相  輪 の 上  部 は 風  化 してしまって「 空 」の字を見ることは
そう りん じょう ぶ ふう か くう

できませんでしたが、この 宝  篋  印  塔 が 五  輪  塔 に見立てられたこと
ほう きょう いん とう ご りん とう

を 裏  付 けるものと考えられます。
うら づ

　 現  在 の 武  蔵  村  山  市 には、今では名が 禅  昌  寺 になっていますが、
げん ざい む さし むら やま し ぜん しょう じ

 旧  岸  村 時代からの 禅 
きゅう きし むら ぜん

 聖  寺 があり、そこに
しょう じ

 小  川  九  郎  兵  衛 
お がわ く ろ べ え

の 直  系 の
ちょっ けい

 子  孫 である（
し そん

 岸  村 ） 小  川  家 の 現  在 の
きし むら お がわ け げん ざい

 墓  所 が
ぼ しょ

あります。 墓  所 の 一  角 
ぼ しょ いっ かく

には古い 石  塔 が５ 基  並 んでおり、 住  職 に 伺 うと、そのうちの一つ
せき とう き なら じゅう しょく うかが

が 小  川  九  郎  兵  衛 の 墓 だとのことです（図５）。 風  化 が進んでしまっ
お がわ く ろ べ え はか ふう か

て、それがどれかはわからないそうですが、 小  川  寺 のお 墓 よりも
しょう せん じ はか

 半  世  紀 近く前の、 九  郎  兵  衛 が 亡 くなった時に 建 てられたもう一つ
はん せい き く ろ べ え な た

のお 墓 が、 武  蔵  村  山  市 にあったのです。
はか む さし むら やま し

　また、真ん中の３つを見ると、 宝  篋  印  塔 に一つ石が 加 
ほう きょう いん とう くわ

わった形になっています。 旧  岸  村  地  域 の 習  慣 なのか、 岸 
きゅう きし むら ちい き しゅう かん きし

 村  小  川  家 に 伝 わる 習  慣 なのかはわかりませんが、 小  川  寺 
むら お がわ け つた しゅう かん しょう せん じ

にある 九  郎  兵  衛 の 墓 だけが 特  別 なものではなかったこと
く ろ べ え はか とく べつ

もわかります。
　このように、 小  川  寺 にある 小  川  九  郎  兵  衛 のお 墓 には、

しょう せん じ お がわ く ろ べ え はか

いくつもの 秘  密 が 隠 されており、そのお 墓 をよく 調 べて
ひ みつ かく はか しら

みることで、これを 解 き 明 かすことができたのです。
と あ

〈図３　 塔  身 の 右  面 （左）、 裏  面 （中）、 左  面 （右）の文字の 拓  本 〉
とう しん う めん り めん さ めん たく ほん

 小  川  九  郎  兵  衛 の 墓 （その二）
お がわ く ろ べ え はか

 私 たちの 身  近 な 文  化  財 
わたし み ぢか ぶん か ざい

　前回お話ししたように、小平の 元 となった小川村を開いた 小  川  九  郎  兵  衛 
もと お がわ く ろ べ え

は、 開  発 が 始 まってから14 年  後 の 寛  文 ９年（1670年）に 故  郷 の 岸  村 で 亡 く
かい はつ はじ ねん ご かん ぶん こ きょう きし むら な

なりました。市内 小  川  町 
お がわ ちょう

にある 小  川  寺 の 墓  地 に入ってすぐの右手に、小平市
しょう せん じ ぼ ち

の 指  定  文  化  財 （ 昭  和 62年３月31日 指  定 、 史  跡 第３号）「 小  川  九  郎  兵  衛  墓 」が
し てい ぶん か ざい しょう わ し てい し せき お がわ く ろ べ え ぼ

あります。実はこのお 墓 は、 九  郎  兵  衛 が 亡 くなってから49
はか く ろ べ え な

 年  後 
ねん ご

の 享  保 ３年
きょう ほう

（1719年）に 建  立 されたものです。
こん りゅう

　しかし、小川村を開き、そこにこの 小  川  寺 をお 迎 えし
しょう せん じ むか

た 小  川  九  郎  兵  衛 が、なぜ 半  世  紀 近くもお 墓 を 建 てられず
お がわ く ろ べ え はん せい き はか た

にいたのでしょうか。
　また、このお 墓 は 宝  篋  印  塔 という形式です（図１）。こ

はか ほう きょう いん とう

の 宝  篋  印  塔 は、上から「 相  輪 」「 笠 」「 塔  身 」「 基  礎 」と
ほう きょう いん とう そう りん かさ とう しん き そ

いう、４つの部分からなっているのが 普  通 ですが、 九  郎 
ふ つう く ろ

 兵  衛 の 墓 は「 塔  身 」と「 基  礎 」の間にもう一つ「 塔  身 」
べ え はか とう しん き そ とう しん

にあたる石が加わって、５ 段 になっており、またその「 塔 
だん とう

 身 」は他の４つとは 違 う石でできています。どうしてこ
しん ちが

のような形のお 墓 なのでしょうか。
はか

　これらの 秘  密 を 解 く 鍵 は、 違 う石でできた４ 段  目 の
ひ みつ と かぎ ちが だん め

 塔  身 に 隠 されていました。この石の正面中央には 九  郎 
とう しん かく く ろ

 兵  衛 の 戒  名 （人が 亡 くなった時に 僧  侶 などにつけても
べ え かい みょう な そう りょ

らう、仏の 弟  子 としての名前）の「 月  窓  院  山  叟  宗  雪  居 
で し げっ そう いん さん そう そう せつ こ

 士 」と、その左右に 亡 くなった日付「 寛  文 九 己酉 年」
じ な かん ぶん つちのととり

「十二月十七日」が、 周  囲 の 縁 の上部中央には「地」
しゅう い ふち

の字が 彫 られています（図２）。またこの石の右、左、
ほ

 裏 の３面には 九  郎  兵  衛 の 功  績 やお 墓 の 由  来 がびっしり
うら く ろ べ え こう せき はか ゆ らい

と 刻 まれています（図３）。
きざ

　それによれば、 故  郷 の 岸  村 で 亡 くなった 九  郎  兵  衛 は、地元の 菩  提  寺 （自分
こ きょう きし むら な く ろ べ え ぼ だい じ

の 先  祖  代  々 が 祀 られたお寺）である 禅  聖  寺 に 葬 られ、 分  骨 されたお 骨 が
せん ぞ だい だい まつ ぜん しょう じ ほうむ ぶん こつ こつ

 小  川 
しょう せん

 寺 にも 納 められました。この 分  骨 されたお
じ おさ ぶん こつ

 骨 を
こつ

 祀 
まつ

るために、49 年  後 の五十
ねん ご

回 忌 の時に、
き

 孫 
まご

の 小  川  弥  一 が 建  立 したのが 小  川  寺 にあるお 墓 だったのです。
お がわ や いち こん りゅう しょう せん じ はか

また、このお 墓 は 宝  篋  印  塔 に石を加えて 五  輪  塔 としたことも 記 されていま
はか ほう きょう いん とう ご りん とう しる

す。 五  輪  塔 は 仏  教 で 万  物 を成り立たせるとされる五つの
ご りん とう ぶっ きょう ばん ぶつ

 要  素 
よう そ

（ 五  大 ）の「 地 ・
ご だい ち

小学生、中学生に読んでもらいたい記事を
のせています。読めない字があったら、おう
ちの人に教えてもらってね。

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋ののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめおすすめ本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
この秋、図書館が皆さんにおすすめしたい本を３冊選びました。

図書館で読書の秋を楽しみませんか。

『としょかんライオン』
ミシェル・ヌードセン作　ケビン・ホークス絵　福本友美子訳　岩崎書店

『絶体絶命27時間！』
キース・グレイ作　野沢佳織訳　徳間書店

『日本どんぐり大図鑑』
徳永桂子著　北岡明彦監修・解説　偕成社

　図書館は誰でも入れる
ところです。ある日、町
の図書館にライオンがや
ってきました。やがてラ
イオンは、館長の手伝い
やおはなし会に参加する
ことで、みんなと仲良く
なっていきました。しか
し、ある理由からライオ
ンは吠え、図書館のマナ
ーを破ってしまうので
す。その理由とは一体？

　転校してきたばかりのジョ
ンは、高校で盗みの濡れ衣を
着せられてしまう。翌日の昼
までに無実を証明しなければ
退学させられてしまうことと
なった。ジョンに罪をかぶせ
たのは全校生徒に恐れられて
いる不良グループだ。ジョン
は27時間以内に自らの身の
潔白を証明できるのか？

　秋の公園を訪れると、どんぐ
りがたくさん落ちています。こ
の本では、アラカシやクヌギな
どの日本のどんぐり30種類と、
外国のどんぐり10種類、合計
40種類のどんぐりがボタニカ
ルアート（細密画）で描かれて
います。実と葉は実物と同じ大
きさです。眺めるだけでも楽し
いですが、どんぐりを拾ってき

て、この図鑑と見比べながら種類を調べると、また違っ
た楽しみ方ができるかもしれません。

と　き　10月26日（土）
　　　　１回目　午前11時～11時30分
　　　　２回目　午後１時30分～２時
参加費　無料（別途、観覧料が必要です）
◆秋のお茶会＆菊展示
と　き　11月１日（金）～３日（日）
　　　　午前10時～午後３時
参加費　お茶席代300円（別途、観覧料が必要です）
◆秋のわくわく体験美術館ウィーク
と　き　10月26日（土）～11月４日（月）
※期間中、小・中学生は無料で観覧できます。（同伴の保護者の方は観覧料が必要）
問合せ　平櫛田中彫刻美術館　☎042（341）0098

　平櫛田中の故郷・岡山県井原市には、田中の生前に開館し
た井原市立田中美術館があります。展覧会では平櫛田中の故
郷井原への思いを、田中美術館所蔵の彫刻作品や関連資料を
中心にご紹介します。
と　き　９月11日（水）～11月17日（日）
　　　　午前10時～午後４時
休館日　火曜日
　　　　※11月18日（月）は展示替えのため休館します。
観覧料　一般…３00円（２20円）
　　　　小・中学生…150円（110円）
　　　　※カッコ内は、団体20人以上です。
　　　　※駐車場はありません。お車をご利用の方は美術館

へお問い合わせください。

●期間中のイベント
◆ルネこだいら出前コンサート「長唄三味線と尺八・
笛の多彩な世界」
　平櫛田中彫刻美術館を会場に、長唄三味線と尺八・
笛の多彩な世界をお楽しみください。

　８月５日（月）から６日（火）までの１泊２
日で小・中学生広島平和学習を行いました。
市内の小学生１人・中学生９人が、広島を
訪問して原爆ドームなどを見学したり、平
和記念式典に出席することで、戦争の悲惨
さ、平和の意義について考えてきました。
　また、８月17日（土）に行われた、被爆
体験者に経験談を語っていただく講演会の
中で、子どもたちが広島平和学習の報告を
行いました。 〈地域学習支援課〉

小・中学生が広島平和記念式典に
　　　　　　　　　　　　出席しました

〈図２　 塔  身 正面の 戒  名 
とう しん かい みょう

と「 地 」の 拓  本 〉
ち たく ほん

〈図１　 宝  篋  印  塔 〉
ほう きょう いん とう

〈図４　 五  輪  塔 〉
ご りん とう

〈図５　 武  蔵  村  山  市 の 禅  昌  寺 に
む さし むら やま し ぜん しょう じ

あるもう一つの 小  川  九  郎  兵  衛 の
お がわ く ろ べ え

 墓 （このうちのどれか）〉
はか

井原市立田中美術館蔵
「姉ごころ」

企
画
展

「心のふるさと井原
　　―井原市立田中美術館コレクション―」


